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中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び 

  介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

Ⅰ 調査の概要 

 

１ 調査の目的 

本調査は、令和６(2024)～令和８(2026)年度を計画期間とする「中央区高齢者保健福祉計画・第９期介

護保険事業計画」の策定に向けて、中央区の要介護・要支援認定を受けていない一般高齢者等および要介

護・要支援認定者の生活実態、介護保険サービスを提供している事業者および医療機関の実態等を把握し、

必要な資料を得ることを目的として実施した。 

 

２ 調査の全体設計 

本調査は、中央区の高齢者に対する調査（調査Ａ～Ｄ）、区内の介護保険サービスを提供する事業者に

対する調査（調査Ｅ）および医療機関に対する調査 (調査Ｆ)の３つに大別される。 

高齢者に対する調査には、区の独自調査に加えて、 計画策定のためのツールとして国から示された「介

護予防・日常生活圏域ニーズ調査」（調査Ｂ）および「在宅介護実態調査」（調査Ｄ）を含む。 

調査結果から把握した実態やニーズを踏まえた施策の検討を目的として調査設計を行っており、それぞ

れの調査において、地域包括ケアシステムを構成する６つの分野「健康づくり（介護予防）」・「生活支援」・

「認知症ケア」・「医療」・「介護」・「住まい」から対象者に合わせて項目および設問を設定している。 

今回は、新型コロナウイルス感染症の拡大という大きな社会変化や高層住宅が年々増加し続けている本

区の現状を捉えた設問を追加し、実態をより多面的に把握するとともに、回答者の利便性向上と高齢者分

野でのデジタルツールの活用を目的としてインターネットによる回答方法を導入するなどの新たな取組

を行った。 

高齢者が住み慣れた地域での生活を最期まで自分らしくいきいきと継続できるように、中央区スタイル

の地域包括ケアシステムを一層深化していくため、この調査によって見えてきた課題等を施策の検討に

活用していく。 
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〔調査の全体設計〕 

◎対象者の抽出基準日：令和４年 10月１日 

◎要介護・要支援認定者には、40～64歳の第２号被保険者は含まない。 

 

 

３ 調査方法および客体 

(1) 調査期間 

令和４年 10月 20日（木）～令和４年 11月９日（水） 

 
(2) 調査方法 

郵送配布、郵送またはインターネットにて回収、ハガキによる督促礼状１回 

※「在宅介護実態調査」(調査Ｄ)は、令和４年６月～10月の間、認定調査員の聞き取 

り方式により実施した。 

 

 

  

    属性 

 

年齢 

一般高齢者等 要支援認定者 要介護認定者 

高
齢
者
等
向
け
調
査 

55～64歳    

65歳以上 

   

介護保険サービス 

事業所調査 

 

医療機関調査 

 

調査Ａ  

高齢者福祉に関する 

生活実態調査 

調査Ｃ 要介護・要支援認定者調査 

調査Ｂ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

調査Ⅾ 在宅介護実態調査 

調査Ｅ 介護保険サービス事業所調査 

調査Ｆ 在宅医療・介護に関する調査 
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(3) 各調査の客体、内容、回収状況等 

 

調査名 調査客体 調査内容 回収状況 

調査Ａ 

高齢者福祉に関する生

活実態調査 

要介護・要支援認定を受

けていない 55歳以上の

区民（一般高齢者等） 

 

【抽出調査】 

一般高齢者等の意識や生

活実態、健康づくりの取組

状況や生活習慣、社会活動

への参加状況からみた課題

やニーズを把握する。 

・対象者数：3,000人 

・有効回答数：1,731件 

（郵送:1,326、インターネッ

ト:405） 

・回収率：57.7％ 

調査Ｂ 

介護予防・日常生活圏

域ニーズ調査 

 

 

 

 

 

要介護・要支援認定を受

けていない 65 歳以上

の区民（一般高齢者）、 

総合事業対象者（※） 

および要支援認定者 

 

国による必須調査 

【抽出調査】 

介護状態になる前の高齢者

のリスクや生活状況等を調

査し、国の地域包括ケア「見

える化」システムによる地域

診断を活用して、地域の高

齢者の抱える課題やニーズ

を把握する。 

・対象者数：2,500 人 

・有効回答数：1,859 件 

（郵送:1,721、インターネッ

ト:138） 

・回収率：74.4％ 

調査Ｃ 

要介護・要支援認定者

調査 

要介護・要支援認定者 

 

 

 

【抽出調査】 

要介護・要支援認定を受け

た地域の高齢者の生活実

態、生活状態からみた課題

やニーズを把握する。 

・対象者数：3,500人 

・有効回答数：2,092件 

（郵送:1,903、インターネッ

ト:189） 

・回収率：59.8％ 

調査Ⅾ 

在宅介護実態調査 

在宅で生活している要

介護・要支援認定者のう

ち、調査期間(令和４年６

月～10月)中に更新申請

または区分変更申請に

伴う認定調査を受けた

者 

国による必須調査 

【全数調査】 

「介護離職をなくしていくた

めにはどのようなサービス

が必要か」といった観点か

ら高齢者等の適切な在宅生

活の継続および家族等介護

者の就労継続などの実現に

向けた介護サービスのあり

方を検討する。 

・対象者数：305人 

・有効回答数：305件 

（認定調査員による聞き取

り:305） 

・回収率：100.0％ 

調査Ｅ  

介護保険サービス事業

所調査 

区内の介護保険サービ

ス事業所 

 

 

 

 

【全数調査】 

介護保険サービス事業所が

提供するサービス内容や医

療との連携などの実態と課

題を把握することによって、

介護保険サービスの質の向

上に向けた方策を検討す

る。 

・対象事業所数：96 

・有効回答数：60件 

（郵送 :38、インターネッ

ト:22） 

・回収率：62.5％ 

調査Ｆ   

在宅医療・介護に関す

る調査 

区内の医師会、歯科医

師会、薬剤師会の会員

（医療機関） 

 

【全数調査】 

医療機関側からみた在宅療

養支援の実態や課題等を把

握する。 

・対象機関数：603 

・有効回答数：299件 

（郵送:203、インターネッ

ト:96） 

・回収率：49.6％ 

 

※「総合事業対象者」とは要介護・要支援認定を受けていないが、生活機能の低下がある方を指す。 
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〔報告書の見方〕 

 
・ 回収率(％)について 

回収率(％)は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合がある。 

 

・ 図表の記載にあたっての選択肢について 

本報告書における図表の記載にあたっては、回答の選択肢の文言を一部簡略化している場合がある。 

 

・ 複数回答について 

複数回答を認める設問では、各選択肢の回答率は実際の回答者の実人数に対する各選択肢の回答者の

実人数の割合であるため、回答率の合計が 100％にならない場合がある。 

 

・ 「N」の表示について 

図表内の「Ｎ」は回答者数を表している。 

図表内の「0.0」は数値がないことを表している。 

 

・ 地域(日常生活圏域)による比較について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月島地域 

高齢者の身近な生活圏域で、高齢者の生活の継続性

が確保されるサービス提供体制を整備するため、「日常

生活圏域」を定めている。本区においては、区民が最も

馴染んでいる生活圏域であるとの観点から、「京橋地

域」、「日本橋地域」および「月島地域」の３地域を日常

生活圏域として設定している。 

日本橋地域 

京橋地域 
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Ⅱ 調査結果 

１ 高齢者等向け調査の結果 

（１）健康づくり（介護予防）について（調査Ａ、調査Ｂ） 

① 主観的健康感・幸福感（調査Ｂ 問35、問３６） 

■主観的健康感 

「まあよい」が 65.3％ 

 

問 35．現在のあなたの健康状態はいかがですか。（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

■主観的幸福感 

「８点」が 22.7％、「７点」から「10点」までを合わせると 67.5％ 

 

問 36．あなたは、現在どの程度幸せですか。（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

とてもよい

16.7 

まあよい

65.3 

あまりよくない

14.3 

よくない

2.0 

無回答

1.7 

全体

（N=1,859）

(%)

 

０点

0.4 

１点

0.4 

２点

0.6 

３点

2.0 

４点

2.4 

５点

15.0 

６点

9.5 

７点

17.6 

８点

22.7 

９点

12.2 

１０点

15.0 

無回答

2.2 
全体

（N=1,859）

(%)
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② 区で行っている高齢者健康づくり事業の認知度（調査Ａ 問24） 

 ①さわやか健康教室については、「知らなかった」が 68.6％ 

 ②さわやか体操リーダーによる体操教室については、「知らなかった」が 74.3％ 

 ③ゆうゆう講座については、「知らなかった」が 70.2％ 

 ④いきいき館（敬老館）での健康づくり教室については、「知らなかった」が61.5％ 

 ⑤中央粋なまちトレーニング(粋トレ)については、「知らなかった」が 78.1％ 

 

問 24．あなたは、中央区が行っている次のような高齢者健康づくり事業をご存知ですか。（〇はそれぞれ

１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
知っている

24.4 

17.1 

21.7 

32.1 

13.5 

知らなかった

68.6 

74.3 

70.2 

61.5 

78.1 

無回答

7.0 

8.6 

8.1 

6.4 

8.4 

①さわやか健康教室

（N=1,731）

②さわやか体操リーダーによる

体操教室（N=1,731）

③ゆうゆう講座

（N=1,731）

④いきいき館（敬老館）での

健康づくり教室（N=1,731）

⑤中央粋なまちトレーニング

(粋トレ) （N=1,731）

(%)
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③ 健康づくりへの取組状況（調査Ａ 問22、問22-3） 

■スポーツクラブや体操教室等への参加の有無 

「参加していない」が 74.6％ 

 

問 22．あなたは、健康づくりのためにスポーツクラブや体操教室等に参加していますか。（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

■健康づくり教室等に参加していない理由 

 「時間的な余裕がない」が 37.5％、「自宅で自主的に取り組んでいる」が 21.3％ 

 

【問 22で「２．参加していない」と回答の方】 

問 22-3．健康づくりのためにスポーツクラブや体操教室等に参加していない理由は何ですか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○健康上の理由（持病がある・療養中）  ○近所にない、なくなった  ○経済的な余裕がない 

 

 

 

 

  

 

参加している

23.3 

参加していない

74.6 

無回答

2.0 
全体

（N=1,731）

(%)

 

37.5

21.3

14.6

13.5

12.4

11.8

11.1

10.1

8.4

10.7

3.9

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

時間的な余裕がない

自宅で自主的に取り組んでいる

感染症への不安がある

参加したいと思うものがない

体力的に難しい

人づきあいがわずらわしい

教室等に関する情報がない

一緒に参加する仲間がいない

その他

参加する意思がない

無回答

今回調査（N=1,292）
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（２）日常生活とさまざまな活動について（調査Ａ、調査Ｃ） 

① 高齢者の就労状況と継続希望年齢（調査Ａ 問12、問12-3） 

■働き方 

 「会社や団体、官庁等に勤務」が 38.1％、「働いていないし今後も働きたくない」が 28.5％ 

 

問 12．あなたは現在、働いていますか。複数の仕事をしている場合は収入の最も多いものをお答えくだ

さい｡（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

■何歳まで仕事をしたいか 

 「健康が続く限り」が 28.0％、「65歳くらいまで」が 20.4％ 

 

【問 12で「１．会社や団体、官庁等に勤務」、「２．個人商店などで勤務」、「３．自営業」、「４．NPO法人

に参加（運営している者も含む）」、「５．その他」、「６．シルバー人材センターに登録」、「７．働いてい

ないが今後働きたい」と回答の方】 

問 12-3．何歳くらいまで仕事をしたいですか。（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

  

 
会社や団体、

官庁等に勤務

38.1 

個人商店

などで勤務

2.3 

自営業

14.4 

ＮＰＯ法人に

参加（運営して

いる者も含む）

0.3 

その他

4.8 

シルバー人材

センターに登録

1.0 

働いていないが

今後働きたい

7.1 

働いていないし

今後も

働きたくない

28.5 

無回答

3.5 
全体

（N=1,731）

(%)

 
６５歳くらい

まで

20.4 

７０歳くらい

まで

19.7 

７５歳くらい

まで

11.8 

８０歳くらい

まで

6.9 

健康が

続く限り

28.0 

今後働く

つもりはない

1.2 

特に考えて

いない

7.8 

無回答

4.2 
全体

（N=1,177）

(%)
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② 利用している情報通信機器（調査Ａ 問20、調査Ｃ 問11） 

■一般高齢者等 

 「スマートフォン」が 81.7％、「パソコン」が 46.5％ 

 

問 20．あなたは、ふだんどのような情報通信機器を利用していますか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■要介護・要支援認定者 

 「固定電話・ＦＡＸ」が40.6％、「スマートフォン」が 27.2％ 

 

問 11．あなたは、ふだんどのような情報通信機器を利用していますか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

81.7

46.5

23.3

18.4

10.4

0.8

3.2

3.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

スマートフォン

パソコン

タブレット型端末

固定電話・ＦＡＸ

携帯電話（スマートフォン以外）

その他

情報通信機器は利用していない

無回答
今回調査（N=1,731）

 

40.6

27.2

25.4

6.5

3.2

2.4

23.6

2.7

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

固定電話・ＦＡＸ

スマートフォン

携帯電話（スマートフォン以外）

パソコン

タブレット型端末

その他

情報通信機器は利用していない

無回答
今回調査（N=2,092）
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10 
中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び  
介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

③ 普段の生活で楽しいこと、取り組みたいこと（調査Ａ 問14） 

■普段の生活で楽しいこと 

「テレビ、ラジオ」が 67.3％、「食事、飲食」が 67.2％ 

 

問 14 ⑴．あなたが、（1）普段の生活で楽しいこと、（2）今後新たに取り組みたいことは何ですか。感染 

症拡大による外出自粛などは考慮せず、通常の生活を前提としてお答えください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

67.3

67.2

46.8

43.7

41.9

41.5

41.0

36.6

35.4

35.0

34.1

29.4

25.3

22.0

19.8

14.4

8.3

7.9

5.5

5.4

5.0

4.7

3.5

3.1

3.1

1.7

1.0

1.0

0.3

3.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

テレビ、ラジオ

食事、飲食

散歩、ウォーキング、ジョギング

旅行

インターネット（パソコン、

タブレット端末、スマートフォンの利用）

仲間と集まったり、おしゃべりをすること

買物、ウインドウショッピング

家族との団らん、孫と遊ぶ

新聞、雑誌

スポーツ観戦、観劇、音楽会、映画

読書

ＤＶＤ、ＣＤ（レコード）鑑賞

スポーツ活動（水泳、テニス、ゴルフなど）

仕事（職業、家業）

趣味活動（書道、手芸、

踊り、コーラス、園芸など）

犬や猫などのペットと過ごす

学習活動（教養講座など）

アウトドアレジャー

（ハイキング、登山、キャンプなど）

健康づくりのための教室・講座

ボランティア活動

室内娯楽（囲碁、将棋、市販のゲームなど）

地域活動（町会・自治会などの

自治組織や地域安全・環境整備活動など）

教育活動（自分が教える立場）

伝統文化の維持・保存

宗教活動、信仰

高齢者通いの場などの地域のサロン

その他

特にない

わからない

無回答

今回調査（N=1,731）
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 11  
中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び 

  介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

■今後取り組みたいこと 

「旅行」が 22.8％、「趣味活動（書道、手芸、踊り、コーラス、園芸など）」が17.2％、「学習活動（教養

講座など）」が 16.8％ 

 

問 14 ⑵．あなたが、（1）普段の生活で楽しいこと、（2）今後新たに取り組みたいことは何ですか。感染 

症拡大による外出自粛などは考慮せず、通常の生活を前提としてお答えください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

  

 

22.8

17.2

16.8

15.7

13.3

13.1

11.9

11.0

10.5

8.7

8.1

8.0

8.0

7.7

6.5

5.5

5.0

4.6

4.4

4.2

3.8

3.1

2.7

1.6

1.4

0.9

1.6

5.2

0.9

27.8

0％ 10％ 20％ 30％

旅行

趣味活動（書道、手芸、

踊り、コーラス、園芸など）

学習活動（教養講座など）

健康づくりのための教室・講座

散歩、ウォーキング、ジョギング

ボランティア活動

スポーツ観戦、観劇、音楽会、映画

スポーツ活動（水泳、テニス、ゴルフなど）

アウトドアレジャー

（ハイキング、登山、キャンプなど）

地域活動（町会・自治会などの

自治組織や地域安全・環境整備活動など）

インターネット（パソコン、

タブレット端末、スマートフォンの利用）

読書

伝統文化の維持・保存

仲間と集まったり、おしゃべりをすること

犬や猫などのペットと過ごす

教育活動（自分が教える立場）

食事、飲食

高齢者通いの場などの地域のサロン

室内娯楽（囲碁、将棋、市販のゲームなど）

家族との団らん、孫と遊ぶ

仕事（職業、家業）

買物、ウインドウショッピング

ＤＶＤ、ＣＤ（レコード）鑑賞

宗教活動、信仰

テレビ、ラジオ

新聞、雑誌

その他

特にない

わからない

無回答

今回調査（N=1,731）



Ⅱ 調査結果 

12 
中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び  
介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

（３）今後の生活に関する意向について（調査Ａ、調査Ｃ） 

① 終末期に介護を受けたい場所（調査Ｃ 問24） 

 「自宅」が 24.9％、「病院やホスピスなどの医療施設」が 22.8％ 

 

問 24．あなたは、病気が治る可能性がなくなり、終末期になった場合、どこで介護を受けたいと思いますか。 

（○は１つ） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）の理解度（調査Ａ 問37、調査Ｃ 問25） 

■一般高齢者等 

「全く知らなかった」が 75.0％ 

 

問 37．あなたは、「ACP（アドバンス・ケア・プランニング）」についてどの程度ご存知ですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

■要介護・要支援認定者 

「全く知らなかった」が 69.3％ 

 

問 25．あなたは、「ACP（アドバンス・ケア・プランニング）」についてどの程度ご存知ですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

  

 

よく知っている

1.3 

名前・内容については

おおよそ知っている

5.2 

名前を聞いたことがある程度で

内容についてはあまり知らない

18.9 

全く知らなかった

69.3 

無回答

5.3 
全体

（N=2,092）

(%)

 
病院やホスピス

などの医療施設

22.8 

自宅

24.9 

子ども

の家

1.2 

兄弟姉妹など

の親族の家

0.1 

特別養護老人ホーム

（介護老人福祉施設）

14.2 

家族、親族の

判断に任せる

12.9 

その他

1.3 

わからない

17.5 

無回答

5.0 
全体

（N=2,092）

(%)

 

よく知っている

1.2 

名前・内容については

おおよそ知っている

3.6 

名前を聞いたことがある程度で

内容についてはあまり知らない

18.1

全く知らなかった

75.0 

無回答

2.0 
全体

（N=1,731）

(%)
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 13  
中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び 

  介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

③ 老い支度として関心があること（調査Ａ 問38） 

 「終末期に希望する医療や介護を受けられる方法」が 45.5％、「認知症や重い病気になった時の身の回り

の世話」が 44.0％。 

 

問 38．ご自身の老いへの備えとして、医療・介護の希望や葬儀、家財の処分、相続などについて、現在関

心のあることはありますか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 人生の最終段階における医療・介護について行っていること（調査Ｃ 問26） 

 「特に行っていない」が55.6％、「家族に希望を伝えている」が 29.9％ 

 

問 26．あなたが、人生の最終段階における医療や介護について行っていることは何ですか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.5

44.0

21.3

18.5

16.3

13.2

11.4

2.8

18.1

5.8

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

終末期に希望する医療や介護を受けられる方法

認知症や重い病気になった時の身の回りの世話

葬儀や家財処分の依頼

相続についての相談

頼みごとができる身寄りがいない場合の相談

公正証書や遺言の書き方

入院時の保証人の依頼

その他

関心がない

無回答

今回調査（N=1,731）

 

29.9

9.0

8.3

2.8

55.6

5.1

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

家族に希望を伝えている

自分の医療・介護について話し合いをしている

ケアマネジャーや介護士などに希望を伝えている

その他

特に行っていない

無回答

今回調査（N=2,092）
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14 
中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び  
介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

（４）支え合い・たすけあいについて（調査Ｂ） 

① 地域づくりへの参加意向（参加者として）（調査Ｂ 問27） 

「参加してもよい」が 49.5％、「参加したくない」が 36.3％ 

 

問 27．地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいきした地域づくり

を進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加してみたいと思いますか。（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 地域づくりへの参加意向（企画者として）（調査Ｂ 問28） 

 「参加したくない」が 57.7％、「参加してもよい」が 33.5％ 

 

問 28．地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいきした地域

づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世話役）として参加してみたいと

思いますか。（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

是非参加したい

7.8 

参加してもよい

49.5 

参加したくない

36.3 

既に参加している

3.1 

無回答

3.4 

全体

（N=1,859）

(%)

 

是非参加したい

3.3 

参加してもよい

33.5 

参加したくない

57.7 

既に参加している

2.0 

無回答

3.6 

全体

（N=1,859）

(%)
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 15  
中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び 

  介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

③ 地域の人からの期待や頼り（調査Ｂ 問29） 

「全くそう思わない」が 39.5％、「あまりそう思わない」が 33.6％ 

 

問 29．あなたは地域の人等から何らかの役割を期待されたり頼りにされていると思いますか。（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

  

 

とてもそう思う

2.3 

そう思う

8.2 

ややそう思う

14.1 

あまりそう思わない

33.6 

全くそう思わない

39.5 

無回答

2.3
全体

（N=1,859）

(%)
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中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び  
介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

（５）介護サービスの利用状況について（調査Ｃ） 

① 利用している介護保険サービス（調査Ｃ 問14） 

 「福祉用具貸与」が 32.1％、「通所介護（デイサービス）」が 21.0％ 

 

問 14．現在、あなたが利用している介護保険サービス（介護予防サービスを含む。)は何ですか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.1

21.0

20.7

19.9

14.2

10.2

9.1

8.1

8.1

6.6

6.6

5.8

5.3

2.4

2.2

1.6

1.4

1.3

1.0

0.7

21.2

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

福祉用具貸与

通所介護（デイサービス）

訪問看護

訪問介護（ホームヘルプ）

訪問リハビリテーション

住宅改修費の支給

介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）

通所リハビリテーション（デイケア）

特定施設入居者生活介護

（有料老人ホーム等）

居宅療養管理指導

短期入所生活介護／短期入所療養介護

（ショートステイ）

特定福祉用具購入費の支給

訪問入浴介護

介護老人保健施設（老人保健施設）

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

認知症対応型共同生活介護

（グループホーム）

夜間対応型訪問介護

小規模多機能型居宅介護

介護医療院（介護療養型医療施設）

認知症対応型通所介護

無回答

今回調査（N=2,092）
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 17  
中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び 

  介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

② 利用している介護保険外サービス（調査Ｃ 問18） 

 「紙おむつ支給・おむつ代助成」が 21.0％、「理美容サービス」が 14.0％ 

 

問 18．あなたが、現在利用している「介護保険サービス以外」の支援・サービスは何ですか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.0

14.0

12.6

12.1

11.3

7.3

7.1

7.1

6.2

5.7

5.4

5.2

5.1

4.3

4.0

2.8

1.9

0.8

0.3

3.4

36.3

13.7

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

紙おむつ支給・おむつ代助成

理美容サービス

介護者慰労事業

（食事・マッサージ共通券、旅行券の支給）

掃除・洗濯

配食

ゴミ出し

買い物

おとしより介護応援手当の支給

外出同行（通院、買い物など）

見守り、声かけ

ふとん乾燥・丸洗い

緊急通報システムの設置

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

一般寝台貸与

調理

簡単な家の修繕や電球の交換等

サロンなどの定期的な通いの場

身元保証制度

徘徊高齢者探索システム費用助成

その他

利用していない

無回答

今回調査（N=2,092）
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18 
中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び  
介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

③ 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（調査Ｃ 問19） 

「掃除・洗濯」が 14.8％、「紙おむつ支給・おむつ代助成」が 13.8％ 

 

問 19．あなたが、今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用しているが、さらなる

充実が必要と感じる支援・サービスを含む）は何ですか。【複数回答：３つまで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.8

13.8

13.6

13.3

12.5

12.5

12.1

10.0

8.9

8.7

8.0

7.4

7.1

5.8

4.9

3.4

3.4

1.4

1.4

3.7

25.6

13.6

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％

掃除・洗濯

紙おむつ支給・おむつ代助成

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

外出同行（通院、買い物など）

配食

おとしより介護応援手当の支給

介護者慰労事業

（食事・マッサージ共通券、旅行券の支給）

理美容サービス

簡単な家の修繕や電球の交換等

緊急通報システムの設置

買い物

見守り、声かけ

ふとん乾燥・丸洗い

ゴミ出し

調理

サロンなどの定期的な通いの場

一般寝台貸与

身元保証制度

徘徊高齢者探索システム費用助成

その他

利用していない

無回答

今回調査（N=2,092）
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 19  
中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び 

  介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

（６）家族介護者等への支援について（調査Ｄ） 

① 主な介護者の本人との関係（調査Ｄ・Ａ票 問３） 

「子」が 52.3％ 

 

問３．主な介護者の方は、どなたですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 主な介護者の勤務形態（調査Ｄ・Ｂ票 問１） 

「働いていない」が 46.6％、「フルタイム勤務」が38.7％ 

 

問１．主な介護者の方の現在の勤務形態について、ご回答ください。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

配偶者

31.5 

子

52.3 

子の配偶者

4.7 

孫

0.4 

兄弟・姉妹

6.1 

その他

5.0 

無回答

全体

（N=279）

(%)

0.0

フルタイム勤務

38.7 

パートタイム勤務

13.3 

働いていない

46.6 

わからない

1.4 

無回答

0.0 

全体

（N=279）

(%)
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20 
中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び  
介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

③ 今後の在宅生活の継続に向けて、主な介護者が不安に感じる介護（調査Ｄ・Ｂ票 問４） 

「外出の付き添い、送迎等」が 31.5％、「その他」が18.6％ 

 

問４．現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護等について、ご回答く

ださい。（現状で行っているか否かは問いません）【複数回答：３つまで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 在宅生活の継続のために充実が必要な支援・サービス（調査Ｄ・Ａ票 問８） 

 「外出同行（通院、買い物など）」が 33.4％、「特になし」が 27.9％ 

 

問８．今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用しているが、さらなる充実が必

要と感じる支援・サービスを含む）について、ご回答ください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

31.5

16.8

16.1

16.1

15.4

14.7

14.7

11.1

8.2

5.4

5.0

4.3

3.2

2.9

18.6

7.2

9.3

0.0

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

外出の付き添い、送迎等

認知症状への対応

日中の排泄

夜間の排泄

入浴・洗身

屋内の移乗・移動

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

食事の準備（調理等）

服薬

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

衣服の着脱

食事の介助（食べる時）

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

今回調査（N=279）

 

33.4

17.0

16.7

16.4

14.4

14.1

11.8

8.2

6.6

20.0

27.9

0.7

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

外出同行（通院、買い物など）

掃除・洗濯

見守り、声かけ

買い物（宅配は含まない）

移送サービス（介護・福祉    等）

サロンなどの定期的な通いの場

調理

配食

ゴミ出し

その他

特になし

無回答

今回調査（N=305）
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 21  
中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び 

  介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

（７）相談や権利擁護について（調査Ｂ、調査Ｃ） 

① 困ったときの相談先（調査Ｃ 問27） 

「家族や親戚」が 71.5％、「ケアマネジャー（介護支援専門員）」が 28.3％ 

 

問 27．あなたは、普段の生活で困ったとき、誰に相談していますか。【複数回答：３つまで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

71.5

28.3

15.0

12.8

10.5

7.3

3.6

1.7

1.0

0.8

0.4

0.3

0.3

0.3

0.3

0.0

3.5

6.3

3.8

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

家族や親戚

ケアマネジャー（介護支援専門員）

医師・歯科医師・看護師

介護施設職員

おとしより相談センター

（地域包括支援センター）の担当者

近所の友人・知人

区役所の担当者

誰も相談する相手がいない

町会・自治会の関係者

民生・児童委員

社会福祉協議会の担当者

保健所・保健センターの担当者

高齢者クラブの関係者

地域福祉コーディネーター・

生活支援コーディネーター

民間の相談窓口や電話相談

インターネット上の知り合い

その他

特に相談することはない

無回答

今回調査（N=2,092）
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22 
中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び  
介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

② おとしより相談センターの認知・利用状況（調査Ｃ 問28） 

 「利用したことがある」が 55.2％ 

 

問 28．あなたは、「おとしより相談センター（地域包括支援センター）」をご存知ですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 認知症に関する相談窓口の認知状況（調査Ｂ 問42） 

「いいえ」が 72.5％ 

 

問 42．認知症に関する相談窓口を知っていますか。（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

利用したことがある

55.2

知っているが、

利用したことはない

25.7

知らなかった

13.8

無回答

5.3 
全体

（N=2,092）

(%)

 

はい

26.2 

いいえ

72.5 

無回答

1.3 
全体

（N=1,859）

(%)
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 23  
中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び 

  介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

④ 成年後見制度の認知度・利用意向（調査Ｃ 問29、問30） 

■認知度 

「名前を聞いたことがある程度で制度についてはあまり知らない」が 34.9％、「名前・制度についてはお

およそ知っている」が 27.9％ 

 

問 29．あなたは、「成年後見制度」について内容をどの程度ご存知ですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

■利用意向 

 「わからない」が 46.2％、「利用したいと思わない」が 31.6％ 

 

問 30．「成年後見制度」を利用したいと思いますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

よく知っている

13.0 

名前・制度については

おおよそ知っている

27.9 

名前を聞いたことがある程度で

制度についてはあまり知らない

34.9 

全く知らなかった

20.4 

無回答

3.8 
全体

（N=2,092）

(%)

 

すでに利用している

3.7 

今後利用したい

10.8 

利用したいと思わない

31.6 

わからない

46.2 

無回答

7.6 
全体

（N=2,092）

(%)



Ⅱ 調査結果 

24 
中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び  
介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

⑤ 権利擁護支援事業の認知度・利用意向（調査Ｃ 問31、問32） 

■認知度 

 「全く知らなかった」が58.7％ 

 

問 31．「権利擁護支援事業」について内容をどの程度知っていますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

■利用意向 

 「わからない」が 48.2％、「利用したいと思わない」が 37.6％ 

 

問 32．「権利擁護支援事業」を利用したいと思いますか。（○は１つ） 

 

  

 

よく知っている

2.8 

名前・制度については

おおよそ知っている

9.9 

名前を聞いたことがある程度で

制度についてはあまり知らない

24.6 

全く知らなかった

58.7 

無回答

4.0 
全体

（N=2,092）

(%)

 

すでに利用している

1.6 

今後利用したい

7.6 

利用したいと思わない

37.6 

わからない

48.2 

無回答

5.0 
全体

（N=2,092）

(%)
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 25  
中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び 

  介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

（８）災害時の対応について（調査Ａ、調査Ｃ） 

① 災害時に備えてしていること（調査Ａ 問30、調査Ｃ 問35） 

 ■一般高齢者等 

 「水・食糧・簡易トイレなどを備蓄している」が 67.0％、「家族と避難先や緊急連絡先を確認している」が 47.2％ 

 

問 30．あなたは、地震などの災害に備えてどのようなことをしていますか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■要介護・要支援認定者 

  「水・食糧・簡易トイレなどを備蓄している」が 44.2％、「家具の転倒防止などを行っている」が 31.8％ 

 

問 35．あなたは、地震などの災害に備えてどのようなことをしていますか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜その他の回答＞ 

○グループホーム、介護施設等に任せている  ○家族に任せている  ○何もしていない 

○懐中電灯を用意している  ○必要なものを枕元に置く 

 

67.0

47.2

40.6

18.4

4.7

4.4

4.4

6.9

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

水・食糧・簡易トイレなどを備蓄している

家族と避難先や緊急連絡先を確認している

家具の転倒防止などを行っている

避難訓練や防災訓練に参加している

自宅を建て替えたり、補強するなど耐震対策をしている

地域の支援者（民生委員や町会、防災区民組織など）に

相談して、避難先や災害時の対応を確認している

その他

無回答
今回調査（N=1,731）

44.2

31.8

31.3

8.5

7.0

4.5

9.3

16.9

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

水・食糧・簡易トイレなどを備蓄している

家具の転倒防止などを行っている

家族と避難先や緊急連絡先を確認している

避難訓練や防災訓練に参加している

ケアマネジャー（介護支援専門員）やおとしより

相談センター（地域包括支援センター）に相談

して、避難先や災害時の対応を確認している

自宅を建て替えたり、補強するなど耐震対策をしている

その他

無回答 今回調査（N=2,092）
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26 
中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び  
介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

② 中央区災害時地域たすけあい名簿の認知度（調査Ａ 問31、調査Ｃ 問36） 

■一般高齢者等 

 「知らなかった」が 82.3％ 

 

問 31．あなたは、「中央区災害時地域たすけあい名簿」についてご存知ですか。（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

■要介護・要支援認定者 

 「知らなかった」が 68.1％ 

 

問 36．あなたは、「中央区災害時地域たすけあい名簿」についてご存知ですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

知っている

15.3 

知らなかった

82.3 

無回答

2.4 
全体

（N=1,731）

(%)

 

知っている

23.8 

知らなかった

68.1 

無回答

8.1 
全体

（N=2,092）

(%)
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 27  
中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び 

  介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

③ 新型コロナウイルス感染症による生活の変化（調査Ａ 問32、、調査Ｃ 問37） 

■一般高齢者等 

 「外出を控えるようになった」が 67.6％、「友達・親戚付き合いが減った」が 61.5％ 

 

問 32．あなたは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって、生活にどのような変化がありましたか。 

【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■要介護・要支援認定者 

 「外出を控えるようになった」が 59.4％、「友達・親戚付き合いが減った」が 41.9％ 

 

問 37．あなたは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって、生活にどのような変化がありました

か。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.6

61.5

36.4

24.4

20.5

15.3

13.8

4.7

0.5

4.7

2.4

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

外出を控えるようになった

友達・親戚付き合いが減った

運動量が減った

家族と過ごす時間が増えた

電話やメール、ビデオ通話が増えた

収入が減った

在宅勤務が増えた

以前から興味があったことを始めた

収入が増えた

その他

無回答

今回調査（N=1,731）

 

59.4

41.9

40.7

37.1

13.8

12.1

12.0

5.6

3.4

14.3

6.1

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

外出を控えるようになった

友達・親戚付き合いが減った

自室にいる時間が増えた

運動量が減った

健康状態が悪化した

家族と過ごす時間が増えた

電話やメール、ビデオ通話が増えた

介護サービスの利用を控えた

その他

特にない

無回答

今回調査（N=2,092）
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28 
中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び  
介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

（９）今後の高齢者保健福祉施策について（調査Ａ、調査Ｃ） 

① 介護保険サービスと介護保険料のあり方（調査Ａ 問40、調査Ｃ 問39） 

■一般高齢者等 

 「どちらともいえない」が 33.4％、「保険料が多少高くなっても介護保険サービスが充実している方がよ

い」が 25.7％ 

 

問 40．今後、高齢者が増加していくにつれて介護保険料が高くなることが想定されますが、あなたは、

今後の介護保険料のあり方についてどう思いますか。（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 ■要介護・要支援認定者 

 「保険料も介護保険サービスも今くらいが妥当である」が 31.7％、「どちらともいえない」が 25.6％ 

 

問 39．今後、高齢者が増加していくにつれて介護保険料が高くなることが想定されますがあなたは、今

後の介護保険料のあり方についてどう思いますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
保険料が多少高くなっても

介護保険サービスが

充実している方がよい

25.7 

保険料も

介護保険サービスも

今くらいが妥当である

23.2 

介護保険サービスを

抑えても

保険料が安いほうがよい

12.0 

どちらともいえない

33.4 

その他

2.9 

無回答

2.7

全体

（N=1,731）

(%)

 
保険料が多少高くなっても

介護保険サービスが

充実している方がよい

22.8 

保険料も

介護保険サービスも

今くらいが妥当である

31.7 

介護保険サービスを

抑えても

保険料が安いほうがよい

9.8 

どちらともいえない

25.6 

その他

2.8 

無回答

7.2
全体

（N=2,092）

(%)



Ⅱ 調査結果 

 

 29  
中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び 

  介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

② 今後力を入れるべき高齢者保健福祉施策（調査Ａ 問41、調査Ｃ 問40） 

■一般高齢者等 

 「家族の介護負担を軽減するための施策の充実」が 47.0％、「ひとり暮らし高齢者への支援」が 46.9％ 

 

問 41．住み慣れた地域で暮らし続けるために、これからの高齢者保健福祉施策で中央区が力を入れてい

くべきものは何だと思いますか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

47.0

46.9

42.3

39.3

36.9

33.7

31.7

30.1

28.5

26.3

23.7

22.4

21.6

19.7

19.1

14.3

14.2

4.6

1.7

3.5

1.6

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

家族の介護負担を軽減するための施策の充実

ひとり暮らし高齢者への支援

適切な介護サービスが受けられるための

情報提供や相談体制の充実

特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）、

有料老人ホーム等の整備の促進

在宅医療の充実

判断能力が低下した場合の支援

サービス付き高齢者向け住宅の整備の促進

介護保険サービス以外の区の生活支援サービスの充実

２４時間切れ目のない在宅介護サービスの充実

低所得者などへの経済的支援

必要な情報を取得できる環境づくり

施設への「通い」を中心に、在宅生活を継続しながら訪問や

短期宿泊など多機能なサービスが利用できる介護事業所の整備

住民による見守り・声かけなどたすけあい活動

住みやすい住宅への支援

（手すりの取付け・段差の解消など）

段差などがなく利用しやすい道路や建物の整備

高齢者への虐待の防止

住み替えを支援する制度の充実

多世代の家族近居を推進するための支援

その他

特にない

無回答

今回調査（N=1,731）
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30 
中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び  
介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

■要介護・要支援認定者 

 「ひとり暮らし高齢者への支援」が 45.8％、「家族の介護負担を軽減するための施策の充実」が 42.4％ 

 

問 40．住み慣れた地域で暮らし続けるために、これからの高齢者保健福祉施策で中央区が力を入れていく 

べきものは何だと思いますか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

45.8

42.4

37.5

37.2

33.6

29.5

28.7

28.0

25.9

24.8

24.1

23.0

22.9

18.5

16.0

15.1

8.6

6.8

2.2

3.6

6.3

0％ 20％ 40％ 60％

ひとり暮らし高齢者への支援

家族の介護負担を軽減するための施策の充実

特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）、

有料老人ホーム等の整備の促進

適切な介護サービスが受けられるための

情報提供や相談体制の充実

在宅医療の充実

判断能力が低下した場合の支援

段差などがなく利用しやすい道路や建物の整備

低所得者などへの経済的支援

２４時間切れ目のない在宅介護サービスの充実

介護保険サービス以外の区の

生活支援サービスの充実

住民による見守り・声かけなどたすけあい活動

サービス付き高齢者向け住宅の整備の促進

施設への「通い」を中心に、在宅生活を継続しながら訪問や

短期宿泊など多機能なサービスが利用できる介護事業所の整備

住みやすい住宅への支援

（手すりの取付け・段差の解消など）

必要な情報を取得できる環境づくり

高齢者への虐待の防止

住み替えを支援する制度の充実

多世代の家族近居を推進するための支援

その他

特にない

無回答

今回調査（N=2,092）
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中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び 

  介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

２ 事業所・医療機関向け調査の結果 

（１）自立支援・重度化防止について（調査Ｅ） 

① 総合事業に関するサービス提供の有無（調査Ｅ 問14） 

「提供していない」が 45.0％、「訪問型サービスを提供している」が 36.7％、「通所型サービスを提供し

ている」が 28.3％ 

 

問 14．貴事業所では、介護予防・日常生活支援総合事業のサービスを提供していますか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 総合事業の課題（調査Ｅ 問15） 

「単価が安く、事業所として取り組むメリットがない」が 53.3％、「総合事業の制度が理解しにくい」が

23.3％ 

 

問 15．介護予防・日常生活支援総合事業の課題は何ですか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

45.0

36.7

28.3

0.0

0％ 20％ 40％ 60％

提供していない

訪問型サービスを提供している

通所型サービスを提供している

無回答 今回調査（N=60）

 

53.3

23.3

16.7

15.0

13.3

13.3

10.0

8.3

5.0

3.3

21.7

0％ 20％ 40％ 60％

単価が安く、事業所として取り組むメリットがない

総合事業の制度が理解しにくい

総合事業のサービスコードが複雑である

サービスの効果測定が難しい

住民主体のサービスが育ちにくい

特定の日時や曜日に利用希望者が集中する

利用者宅までの移動や送迎が課題となっている

サービスの終結につなげることがむずかしい

職員のスキルが不足している

その他

無回答

今回調査（N=60）
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（２）医療・介護の連携について（調査Ｅ、調査Ｆ） 

① 医療・介護の連携の状況（調査Ｅ 問16） 

「ある程度連携していると思う」が 78.3％ 

 

問 16．在宅療養者を支える医療と介護の連携の状況についてどのように思いますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ACP（アドバンス・ケア・プランニング）の活用状況、推進に必要なこと（調査Ｅ 問19、20、調査Ｆ 問20、２１） 

 ＜活用状況＞ 

■介護保険サービス事業所 

「活用したことがない」は、71.7％ 

 

問 19．ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）を活用したことがありますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

■医療機関 

「活用したことがない」は、69.2％ 

 

問 20．ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）を活用したことがありますか。(〇は１つ) 

 

 

 

 

 

 

 

  

十分連携

していると思う

10.0 

ある程度連携

していると思う

78.3 

連携が不十分で

あると思う

10.0 

ほとんど連携

していないと思う

1.7 

無回答

0.0 

全体

（N=60）

(%)

 

活用したことがある

25.0 

活用したことがない

71.7 

無回答

3.3 
全体

（N=60）

(%)

 

活用したことがある

5.0 

活用したことがない

69.2 

無回答

25.8 
全体

（N=299）

(%)
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  介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

＜推進に必要なこと＞ 

■介護保険サービス事業所 

 「一度だけでなく、継続的に意向の確認や話し合いをすること」「本人の意向を尊重し、最期まで意思決

定支援を心がけること」が各 45.0％ 

 

問 20．ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）をすすめる上で必要なことは何ですか。【複数回答：３つまで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

45.0

45.0

35.0

31.7

30.0

16.7

11.7

1.7

15.0

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

一度だけでなく、継続的に

意向の確認や話し合いをすること

本人の意向を尊重し、最期まで

意思決定支援を心がけること

日頃から、気持ちを話せる

雰囲気や人間関係をつくること

早いタイミングからの意向の

確認や話し合いを行うこと

適切なサービス調整や支援ができる

多職種での連携を進めること

ＡＣＰに関する、利用者・家族を

はじめとする、区民啓発を進めること

本人・家族との不一致、

家族間の調整にも配慮すること

その他

無回答 今回調査（N=60）
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■医療機関 

 「ＡＣＰに関する、利用者・家族をはじめとする、区民啓発を進めること」が 18.1％、「一度だけでな

く、継続的に意向の確認や話し合いをすること」が 17.4％、「早いタイミングからの意向の確認や話し合

いを行うこと」が 15.1％ 

 

問 21．ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）をすすめる上で必要なことは何ですか。【複数回答:３つまで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○ＡＣＰにこだわる余り治療が消極的にならないよう注意すべき  ○わからない 

 

  

 

18.1

17.4

15.1

12.4

12.0

7.0

6.7

11.4

46.8

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

ＡＣＰに関する、利用者・家族を

はじめとする、区民啓発を進めること

一度だけでなく、継続的に

意向の確認や話し合いをすること

早いタイミングからの意向の

確認や話し合いを行うこと

本人の意向を尊重し、最期まで

意思決定支援を心がけること

日頃から、気持ちを話せる

雰囲気や人間関係をつくること

本人・家族との不一致、

家族間の調整にも配慮すること

適切なサービス調整や支援ができる

多職種での連携を進めること

その他

無回答

今回調査（N=299）
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  介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

（３）在宅医療の現状と課題について（調査Ｆ） 

① 在宅医療の実施状況・意向（調査Ｆ 問３） 

 「実施する意向はない」が 37.8％、「実施している」が 32.4％ 

 

問３．「往診」や「訪問診療」を実施していますか。また、今後実施する意向がありますか。(〇は１つ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 日常的な在宅医療で課題となっていること（調査Ｆ 問6） 

 「24時間 365日対応できる医療従事者の確保」が 32.1％、「専門外の医療行為や疾患に対応できる連携

体制」が 29.8％、「緊急時の入院受入れ、または連携医療機関への入院手配」が 28.1％ 

 

問６．日常的な在宅療養について、現在課題になっていることは次のどれですか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○人手不足  ○訪問距離が 16km以内の規制  ○在宅の処方箋がこないこと  ○在宅療養を行っていない 

 

  

 

実施している

32.4 

現在は実施して

いないが、３年以内に

実施する意向がある

3.7 

実施する意向は

あるが実施は難しい

23.1 

実施する意向はない

37.8 

無回答

3.0 
全体

（N=299）

(%)

 

32.1

29.8

28.1

21.7

15.1

7.7

31.4

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

２４時間３６５日対応できる医療従事者の確保

専門外の医療行為や疾患に対応できる連携体制

緊急時の入院受入れ、または

連携医療機関への入院手配

家族の負担を軽減するサービス等の情報提供

看取りや急変時の対応に関する知識・技術等の向上

その他

無回答

今回調査（N=299）
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介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

③ １年間に在宅で看取った患者数（調査Ｆ 問15） 

「０人」が 65.6％ 

 

問 15．令和３年10月から令和４年９月までの１年間に、在宅で看取った患者数は何人程度ですか。 

(〇は１つ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ どのような条件があれば看取りが可能か（調査Ｆ 問17） 

 「看取りに関する指針を患者・家族に説明し同意を得ていること」が 23.7％、「患者本人の意思表示」

が 21.4％、「その他」が 18.7％ 

 

問 17．どのような条件があれば看取りが可能ですか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○看取りを行っていない（考えていない）  ○在宅診療を行っていない 

 

 

  

０人

65.6 

１～５人

9.4 

６～１０人

0.7 

１１～１５人

0.7 

１６～２０人

0.3 

２１～２５人 ２６人以上

0.7 

無回答

22.7 
全体

（N=299）

(%)
0.0

 

23.7

21.4

13.4

9.4

18.7

45.8

0％ 20％ 40％ 60％

看取りに関する指針を患者・家族に

説明し同意を得ていること

患者本人の意思表示

医師が医学的知見に基づき回復の

見込みがないと診断していること

介護者からの２４時間の連絡体制

その他

無回答

今回調査（N=299）
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  介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

（４）介護人材の確保・育成について（調査Ｅ） 

① 介護職員の不足感・不足している職種（調査Ｅ 問6、問6-1） 

■不足感 

「はい」（不足を感じる）が 73.3％ 

 

問６．貴事業所は、職員の不足を感じることがありますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

■不足している職種 

「介護職」が 81.8％、「ケアマネジャー（介護支援専門員）」が 31.8％ 

 

【問６で「１．はい」と回答の事業所】 

問 6-1．不足している職種は何ですか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

はい

73.3 

いいえ

26.7 

無回答

0.0 
全体

（N=60）

(%)

 

81.8

31.8

15.9

9.1

2.3

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

介護職

ケアマネジャー（介護支援専門員）

看護職

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士

その他

無回答 今回調査（N=44）
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② 人材育成・教育制度の導入の有無と内容（調査Ｅ 問9、問9-1） 

■導入の有無 

「導入している」が 48.3％、「導入していない」が23.3％ 

 

問９．貴事業所では、人材育成・教育制度を導入していますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

■内容 

「新入職員の技能習得」が 79.3％、「介護・看護技術に関する研修」が 72.4％ 

 

【問９で「１．導入している」と回答の事業所】 

問 9-1．その人材育成・教育制度は何ですか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○階層別研修（リーダー層・管理層等）  ○機能訓練・身体動作  ○研修・勉強会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入している

48.3 

導入の準備をしている

10.0 

導入を検討中

16.7 

導入していない

23.3 

無回答

1.7 
全体

（N=60）

(%)

 

79.3

72.4

62.1

41.4

17.2

10.3

3.4

10.3

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

新入職員の技能習得

介護・看護技術に関する研修

職員の資格取得に関する研修

メンタルケア等の健康管理講習

医療連携のための研修・交流会

ＩＴ技能の習得

先進事業所との情報交換、職員派遣

その他

無回答

今回調査（N=29）
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中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び 

  介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

③ 外国人人材の活用状況（調査Ｅ 問10） 

・＜在留資格「特定活動」（ＥＰＡ）＞については、「１人」、「２人」、「３人以上」の合計の割合が、常勤で

6.7％と、非常勤、パート・アルバイト（各 0.0％）に比べて高い 

・＜在留資格「介護」＞については、「１人」、「２人」、「３人以上」の合計の割合が、常勤で 10.0％と、非

常勤（1.7％）、パート・アルバイト（0.0％）に比べて高い 

・＜在留資格「技能実習」＞については、「１人」、「２人」、「３人以上」の合計の割合が、常勤（3.3％）、

非常勤（0.0％）、パート・アルバイト（1.7％）のいずれも低い 

・＜在留資格「特定技能」１号＞については、「１人」、「２人」、「３人以上」の合計の割合が、常勤で 6.7％

と、非常勤、パート・アルバイト（各 0.0％）に比べて高い 

・＜外国人留学生＞については、「１人」、「２人」、「３人以上」の合計の割合が、常勤で 5.0％と、非常勤、

パート・アルバイト（各 0.0％）に比べて高い 

・＜その他、日本人や永住者等の配偶者等＞については、「１人」、「２人」、「３人以上」の合計の割合が、

常勤（6.7％）、非常勤（5.0％）と、パート・アルバイト（1.7％）に比べてやや高い 

 

問 10．貴事業所では、どのような外国人介護人材を受け入れていますか。在留資格ごとに教えてください。

（数値回答） 

 

＜在留資格「特定活動」（ＥＰＡ）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜在留資格「介護」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０人

45.0 

41.7 

41.7 

１人

1.7 

２人 ３人以上

5.0 

無回答

48.3 

58.3 

58.3 

常勤（N=60）

非常勤（N=60）

パート・アルバイト（N=60）

(%)0.0

0.0

0.0 0.0
0.0

0.0
0.0

０人

43.3 

40.0 

41.7 

１人

5.0 

1.7 

２人

5.0 

３人以上 無回答

46.7 

58.3 

58.3 

常勤（N=60）

非常勤（N=60）

パート・アルバイト（N=60）

(%)0.0

0.0
0.0

0.00.00.0
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＜在留資格「技能実習」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜在留資格「特定技能」１号＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜外国人留学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他、日本人や永住者等の配偶者等＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０人

43.3 

41.7 

41.7 

１人

1.7 

3.3 

1.7 

２人

1.7 

３人以上

5.0 

無回答

50.0 

53.3 

56.7 

常勤（N=60）

非常勤（N=60）

パート・アルバイト（N=60）

(%)0.0

0.0

0.0
0.0

０人

43.3 

41.7 

41.7 

１人 ２人

5.0 

３人以上 無回答

51.7 

58.3 

58.3 

常勤（N=60）

非常勤（N=60）

パート・アルバイト（N=60）

(%)0.0 0.0

0.0 0.00.0

0.0
0.0

0.0

０人

45.0 

41.7 

41.7 

１人

3.3 

1.7 

２人 ３人以上 無回答

51.7 

58.3 

56.7 

常勤（N=60）

非常勤（N=60）

パート・アルバイト（N=60）

(%)0.00.0

0.00.00.0

0.0 0.0
0.0

０人

43.3 

41.7 

41.7 

１人 ２人 ３人以上

6.7 

無回答

50.0 

58.3 

58.3 

常勤（N=60）

非常勤（N=60）

パート・アルバイト（N=60）

(%)0.0 0.0

0.0
0.00.0

0.0
0.00.0
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中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び 

  介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

（５）ＩＣＴ機器・介護ロボットについて（調査Ｅ、調査Ｆ） 

① ＩＣＴ機器の活用状況（調査Ｅ 問12、調査Ｆ 問14，問14-1） 

■介護保険サービス事業所 

「パソコン」の活用率は「②報酬請求との連携」が 96.7％、「③ケアプランの作成」が 90.0％、「④オン

ライン会議」が 88.3％ 

 

問 12．貴事業所では、どのような業務でどのようなＩＣＴ機器（情報通信機器）を活用していますか。業 

務ごとに活用している機器を選択してください。【複数回答】 

 

＜①利用者情報等の共有＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜③ケアプランの作成＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜⑤科学的介護情報システム（LIFE）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜②報酬請求との連携＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜④オンライン会議＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜⑥その他＞ 

 

 

 

 ■医療機関 

 

 

81.7

46.7

36.7

21.7

5.0

10.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

パソコン

スマートフォン

タブレット端末

携帯電話

その他

無回答
今回調査（N=60）

96.7

8.3

3.3

0.0

0.0

3.3

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 120％

パソコン

タブレット端末

スマートフォン

携帯電話

その他

無回答
今回調査（N=60）

90.0

13.3

8.3

0.0

0.0

10.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

パソコン

タブレット端末

スマートフォン

携帯電話

その他

無回答
今回調査（N=60）

88.3

30.0

25.0

5.0

0.0

10.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

パソコン

スマートフォン

タブレット端末

携帯電話

その他

無回答
今回調査（N=60）

36.7

1.7

0.0

0.0

1.7

61.7

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

パソコン

タブレット端末

携帯電話

スマートフォン

その他

無回答

今回調査（N=60）

13.3

8.3

6.7

5.0

3.3

78.3

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

パソコン

タブレット端末

スマートフォン

携帯電話

その他

無回答

今回調査（N=60）
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中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び  
介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

■医療機関 

・ＩＣＴ機器を「使っている」が 67.9％ 

・「パソコン」の使用率は、「④報酬請求との連携」が 71.9％、「③オンライン会議」が 58.1％、「②電子カ

ルテ連携」が 43.3％ 

 

問 14．貴機関では、ＩＣＴ機器（情報通信機器）を使っていますか。(〇は１つ) 

 

 

 

 

 

 

【問 14で「１．使っている」と回答の方】 

問 14-1．どのような業務で何を使っていますか。【複数回答】 

 

＜①画像診断・遠隔診断＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜③オンライン会議＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜⑤その他＞ 

 

 

 

 

 

 

＜②電子カルテ連携＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜④報酬請求との連携＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使っている

67.9 

使っていない

27.1 

無回答

5.0 
全体

（N=299）

(%)

 

36.0

8.4

4.9

2.5

2.5

57.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

パソコン

タブレット端末

スマートフォン

携帯電話

その他

無回答

今回調査（N=203）

43.3

8.9

1.0

0.0

1.0

54.7

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

パソコン

タブレット端末

スマートフォン

携帯電話

その他

無回答

今回調査（N=203）

58.1

20.7

19.2

3.0

0.0

35.5

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

パソコン

スマートフォン

タブレット端末

携帯電話

その他

無回答

今回調査（N=203）

71.9

0.5

0.5

0.0

0.5

27.6

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

パソコン

携帯電話

タブレット端末

スマートフォン

その他

無回答

今回調査（N=203）

4.9

3.9

3.0

1.0

2.0

90.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

パソコン

タブレット端末

スマートフォン

携帯電話

その他

無回答

今回調査（N=203）
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中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び  

介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

② 介護ロボットの活用状況（調査Ｅ 問 13） 

「見守り」が 44.4％、「コミュニケーション支援」が 22.2％ 

 

【施設・居住系サービス事業所】 

問 13．貴事業所では、ロボット技術を応用し、利用者の自立支援や介護者の負担の軽減に役立つ 

介護機器（介護ロボット）をどのような時に活用していますか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.4

22.2

11.1

11.1

11.1

0.0

0.0

44.4

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

見守り

コミュニケーション支援

移乗支援

移動支援

排泄支援

入浴支援

その他

無回答

今回調査（N=9）
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中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び  
介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

（６）認知症の方や家族の支援について（調査Ｅ、調査Ｆ） 

① 利用者の状況で大変なこと（調査Ｅ 問 23、調査Ｆ 問 7） 

■介護保険サービス事業所 

「本人の意思の確認がとれない」が 48.3％、「介護サービスを利用してもらえない、サービス拒

否がある」が 45.0％ 

 

問 23．認知症の利用者の状況で実際にあり、大変なことは何ですか。【複数回答：３つまで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○家族からの過剰な要望への対応（パワーハラスメント、カスタマーハラスメント） 

○スケジュール管理  ○医療レベルが高い状態での施設居住の継続や看取りの希望 

 

  

 

48.3

45.0

23.3

18.3

16.7

13.3

13.3

13.3

11.7

11.7

5.0

13.3

3.3

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

本人の意思の確認がとれない

介護サービスを利用してもらえない、

サービス拒否がある

家族が認知症であることを認めない

本人や家族が医療機関を受診しない

医療的な管理が難しい

認知症の症状が急変して緊急対応が必要になる

虐待の恐れがある

本人と家族間で介護の方針が違う

薬の飲み違えがあって、服薬管理ができない

認知症のため適切な介護サービスが受けられない

消費者被害に遭遇したことがある

その他

無回答 今回調査（N=60）
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中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び  

介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

■医療機関 

「本人の意思の確認がとれない」が 44.5％、「医療的な管理が難しい」が 19.4％、「本人や家族

が医療機関を受診しない」が 19.1％ 

 

問７．認知症の患者の状況で実際にあり、大変なことは何ですか。【複数回答:３つまで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○家族と断絶した人が来る  ○運転  ○認知症の患者がいない  ○在宅療養を行っていない 

 

 

 

 

 

  

 

44.5

19.4

19.1

16.1

9.7

9.0

6.7

6.7

3.7

1.3

0.3

8.0

28.4

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

本人の意思の確認がとれない

医療的な管理が難しい

本人や家族が医療機関を受診しない

薬の飲み違えがあって、

服薬管理ができない

本人と家族間で介護の方針が違う

介護サービスを利用して

もらえない、サービス拒否がある

家族が認知症であることを認めない

認知症のため適切な介護

サービスが受けられない

認知症の症状が急変して

緊急対応が必要になる

虐待の恐れがある

消費者被害に遭遇したことがある

その他

無回答

今回調査（N=299）
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中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び  
介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

② 認知症の方や家族への支援で必要なこと（調査Ｅ 問２４、問 25） 

■認知症の方への支援 

「認知症の人を支援するサービスや施設等の社会資源がより増えること」が 55.0％、「認知症の

人の家族支援が充実していくこと」が 53.3％ 

 

問 24．認知症の方の支援にあたり特に必要と思われることは何ですか。【複数回答：３つまで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○警察・消防・区職員の理解能力のスキルアップ  ○独居認知症者への地域的ケア 

 

■家族への支援 

「家族の健康状態や介護負担について把握し、対応すること」が 66.7％、「家族の困りごとや心

配ごとなどの相談にのること」が 61.7％ 

 

問 25．認知症の利用者の家族への支援として特に必要と思われることは何ですか。【複数回答：３つまで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.0

53.3

51.7

35.0

23.3

10.0

10.0

6.7

1.7

0％ 20％ 40％ 60％

認知症の人を支援するサービスや

施設等の社会資源がより増えること

認知症の人の家族支援が充実していくこと

認知症の状態に応じた適切な

サービス提供の流れが示されること

認知症の早期診断を担う医療機関が増えること

かかりつけ医やケアマネジャー（介護支援専門員）の

認知症への理解と対応力が向上すること

地域で、認知症サポーターの活動の輪が広がること

おとしより相談センター（地域包括支援センター）

における認知症支援策がより充実すること

その他

無回答
今回調査（N=60）

66.7

61.7

50.0

23.3

23.3

18.3

11.7

3.3

1.7

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

家族の健康状態や介護負担について把握し、

対応すること

家族の困りごとや心配ごとなどの相談にのること

本人の状態や介護の方法について情報を提供すること

家族に対する生活支援を行うこと

緊急時の受け入れを行うこと

家族の人同士が集える場（例えば、認知症カフェや

利用者の家族の会など）について情報を提供すること

家族に代わって他機関との調整を行うこと

その他

無回答
今回調査（N=60）
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中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び  

介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

③ 地域住民の認知症への理解を促進するために必要なこと（調査Ｅ 問 26） 

「地域の見守りネットワークへの参加」が 50.0％、「在宅で生活する認知症の人の家族への相談

支援」が 48.3％ 

 

問 26．地域住民の認知症の理解を促進するために特に必要と思われることは何ですか。 

【複数回答：３つまで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○警察・消防・区職員等の理解と知識の向上、より緊密な連携 

○他の人のケアに関心を持てるだけの余裕を持てること 

  

 

50.0

48.3

43.3

31.7

30.0

25.0

16.7

5.0

1.7

0％ 20％ 40％ 60％

地域の見守りネットワークへの参加

在宅で生活する認知症の人の家族への相談支援

認知症に関する講座の開催など学習機会の提供

在宅で生活する認知症の人に対する介護保険や

生活支援サービスに関する情報の提供

地域住民の活動の支援

認知症サポーター養成研修の実施

認知症カフェの実施

その他

無回答
今回調査（N=60）
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中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び  
介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

（７）地域の課題について（調査Ｅ） 

① 地域の生活課題（調査Ｅ 問 27） 

「単身で身寄りのない高齢者が増えてきており、緊急時の対応等が難しい」が 78.3％、「高層マ

ンション等の集合住宅では、地域での見守り・支え合いが難しい」が 55.0％ 

 

問 27．利用者の生活支援をしていて、地域の課題だと思われることは何ですか。【複数回答：３つまで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 課題解決のために必要なこと（調査Ｅ 問 28） 

「介護をしている家族等への相談・支援の充実」が 53.3％、、「集合住宅における高齢者の孤立化

防止対策」が 51.7％ 

 

問 28．地域課題の解決のため、必要と思われることは何ですか。【複数回答：３つまで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○支えあう人材育成  ○利用者の生活の支援に対して、特に警察の方に理解をより深めて欲しい 

 

78.3

55.0

50.0

23.3

20.0

15.0

3.3

1.7

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

単身で身寄りのない高齢者が増えてきており、

緊急時の対応等が難しい

高層マンション等の集合住宅では、

地域での見守り・支え合いが難しい

老老介護、８０５０問題など、

支援が難しいケースが増えている

インフォーマルサービスを含めた

社会資源の情報提供が不足している

相談・支援窓口の認知度が低く、

サービスが受けられていない高齢者が多い

必要な介護サービスを身近で

利用できる事業所が少ない

その他

無回答
今回調査（N=60）

 

53.3

51.7

45.0

35.0

31.7

26.7

5.0

3.3

0％ 20％ 40％ 60％

介護をしている家族等への相談・支援の充実

集合住宅における高齢者の孤立化防止対策

地域での見守り・支え合いのネットワークの構築

不足している介護サービスの提供が

可能な介護事業所の誘致

インフォーマルサービスを含めた

地域資源の把握と区民への情報提供

おとしより相談センター（地域包括

支援センター）や区との連携強化

その他

無回答
今回調査（N=60）
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中 央 区 高 齢 者 の 生 活 実 態 調 査 お よ び  

介護サービス利用状況等調査報告書（概要版） 

（８）災害時の対応について（調査Ｅ） 

① サービスの早期再開等のためのマニュアル等の有無（調査Ｅ 問 29） 

「定めている」が 50.0％、「定めていないが、今後定める予定である」が 48.3％ 

 

問 29．貴事業所では、地震などの災害が発生した時の対処方法に関して、発生直後の対応、サー

ビスの早期再開や継続的なサービス提供のためのＢＣＰ（業務継続計画）等を定めていま

すか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 災害発生時の避難や安否確認に関する訓練の実施状況（調査Ｅ 問 30） 

 「事業所で訓練を行っている」が 70.0％ 

 

問 30．貴事業所では、地震などの災害が発生した時の避難や安否確認に関する訓練を実施してい

ますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

定めている

50.0

定めていないが、

今後定める予定である

48.3

定めておらず、

今後も定める予定はない

0.0

無回答

1.7 
全体

（N=60）

(%)

 
事業所で

訓練を行っている

70.0

地域の防災訓練に

参加している

6.7

行っていない

20.0

無回答

3.3 
全体

（N=60）

(%)
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③ 災害時の備えとしての地域との連携の程度（調査Ｅ 問 31） 

「地域の防災拠点（小中学校など）、避難場所の情報を把握している」が 61.7％、「地域のまつり

や行事に参加することでつながりをつくっている」が 31.7％ 

 

問 31．貴事業所では、災害時に備えてどの程度地域と連携していますか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○参加していない、何もしていない  ○地域の消防団に参加している職員がいる 

○新型コロナウイルス感染症の影響もあり、なかなか進んでいない 

 

 

  

 

61.7

31.7

18.3

11.7

11.7

8.3

6.7

15.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

地域の防災拠点（小中学校など）、

避難場所の情報を把握している

地域のまつりや行事に参加することで

つながりをつくっている

町会・自治会等の防災訓練に参加している

事業所内の行事への参加を地域にＰＲしている

町会・自治会等と災害時における

連携に関する取り決めを交わしている

介護保険や認知症に関するリーフ

レットを作成して地域に配布している

その他

無回答
今回調査（N=60）
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